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時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…
須恵町の大切な宝物をご紹介します。
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福
岡・大
分
の
大
雨
洪
水
に
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被
害
を
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け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
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り
お
見
舞
い
申
し
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げ
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す
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町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
を
視
察

し
ま
し
た
。
社
会
教
育
課
の
山
下

学
芸
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

５
世
紀
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か
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く
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の
歴
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ま
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今
定
例
議
会
で
も
、「
町
の
歴
史

遺
産
の
保
存
と
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用
に
つ
い
て
」

一
般
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本

頁
の「
わ
が
町
の
宝
物
」で
は
、
約

千
五
百
年
前
の「
乙
植
木
古
墳
群
」

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
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天
満
宮
の
あ
る
丘
陵（
古
墳
群
）か

ら
出
土
し
た
銅
鏡
や
腕
飾
り
も
民

俗
資
料
館
に
展
示
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れ
て
い
ま
す
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江
戸
時
代
の
眼
療
宿
場
、
国
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軍
炭
鉱
志
免
鉱
業
所
の
ジ
オ
ラ

マ・
資
料
や
写
真
、
昭
和
の
懐
か

し
い
日
常
生
活
用
品
に
ふ
れ
な
が

ら
、
昔
を
偲
ぶ
時
間
を
持
っ
て
み

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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広報特別委員会

議　　長：三⻆　良人

委 員 長：今村　桂子
副委員長：白水　勝元
委　　員：合屋　伸好
委　　員：三⻆　栄重

　乙植木古墳群は、乙植木天満宮のある丘陵の上に
位置する古墳群です。
　お宮の丘陵は、九州自動車道によって東西が分断
されていますが、かつては一つの丘陵でした。九州
自動車道建設と開発に伴い、昭和47年と昭和60年
に、計８基の古墳の発掘調査が行われました。

　調査の結果、今から約1500年前の５世紀中ごろ
から６世紀後半にかけてのおよそ100年の期間にわ
たって築造された古墳であることが分かりました。
　古墳群からの出土品の一部は、町立歴史民俗資料
館に展示されています。特に、３号墳から出土した
銅鏡は、町内に約70基ある古墳の中で唯一、鏡を

副葬した古墳です。鏡を副葬する古墳は有力者の証
といえます。

　古墳が位置する丘の上は現在、天満宮の社
やしろ

があり、
毎年７月には奉納相撲が行われます。静かな社

しゃ

叢
そう

が
大いに賑わいます。また、７月末には子ども会によ
る獅子舞が行われ、子どもたちが６組に分かれて地
域の安全安心を祈ります。
　権力者の墓地であった丘陵は、今は地域の氏神様
である天満宮が鎮座し、乙植木の人々を見守り続け
ています。

乙植木区の合屋浩
こう
寿
じゅ
さん（写真左）と稲永義一さん（写真右）に

お話を伺いました。

古墳群からの出土品（須恵町歴史民俗資料館）

■乙植木天満宮
　所在地:須恵町大字植木1677番地

■須恵町歴史民俗資料館
　所在地：須恵町大字上須恵21番地3
　休館日：月・火・水曜日（祝祭日除く）・8/1〜15・12/25〜1/10
　電　話：092-932-6312


